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低温プラズマ照射による植物成長促進効果を利用した農業生産性向上技術が注目を集めている。

プラズマ照射に対する成長促進は多数報告されているものの、プラズマ照射効果の分子メカニズ

ムについては多くが謎のままである[1,2]。分子メカニズムの解明を阻む要因の一つとして、植物

の個体差が挙げられる。植物へのプラズマ照射効果でよく用いられている種子へのプラズマ照射

では、親株の状態や種子の保存状態に大きく依存する。カルス、もしくはカルスから作製した人

工種子を用いることで、遺伝的背景の統一は容易だが、高度な作製技術を要する。本講演では、

プラズマ照射効果解明のモデル植物としてのゼニゴケの有用性を明らかにした結果を報告する。

プラズマ照射効果の定量評価において、プラズマ照射量に対する表現型の依存性が高い再現性で

得られることが重要である。著者らは、種子へのプラズマ照射による成長促進効果で実績のある

スケーラブル誘電体バリア放電装置[3]を用いて、電極下 3㎜にゼニゴケ無性芽を配置し、10 秒間

空気プラズマを照射した。この時電極への印加電圧をパラメータとした。照射後、寒天培地に播

種した無性芽を 22℃、45%rh、連続白色光下で培養した。10日間培養後の葉状体のゼニゴケ生重

量は、未照射（n=29）で 17.1±4.0mgから印加電圧 5.20kVpp(n=30)で 24.7±5.4mgまで増加し(p<0.01)、

その後 7.28kVpp(n=30)で 14.6±5.5mg まで減少した（p<0.05）。また、プラズマ照射に対するゼニ

ゴケの応答は高い再現性を持つことを確認している。ゼニゴケ無性芽は、シンプル、遺伝的冗長

性が低く、遺伝的背景の統一が可能であり、かつ変異体の作製が容易であるため、ゼニゴケ実験

系がプラズマ照射効果の分子生物学的検討に適していると考えられる。電極への高電圧印加時に

発生する電場・光子・活性種と、ゼニゴケの表現型との相関については講演にて議論する。 
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